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そ の 祖 母
の夫である隼人は、幕末の彦根藩
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仰 付 候 、
(中略
)
明 和 八 辛 卯 年 七月廿
二日
、
御 勢 与 様 ( 十 代 藩 主 直 幸 の 息 女 )
御婚礼御用懸り被
仰 付 置 候 処 、 無 滞 相 勤 候 - 一 付 、
為御褒美
































































































被 下 置 候
天明七丁未年三
月十九日、右膳儀、右平次与名相改申候





勤めが恒例となっている将軍嗣子の加冠の儀式の際にも、藩主に付き添うという重職を勤めるなど、二代目右平次は相馬家の繁栄に大い に 尽 力 し た 。
第三代八
十 吉 は 、 父 右 平 次 の 存 生







































( 直 幸 世 子
直富
)御伽役一一被召出、御擬弐拾俵三人

































































つ ま り 江 戸 城 へ の 使
いを
主 た る 任 務 と す る 役であるが、








が 就 い た 」 と
















渉 に あ た る 重 職で、主とし て 母 衣 役 が 当 た








































































































申 し た 前 述 の
「由緒書」を通して、隼人の履歴を紹介しつ
つ 、 彦 根
転居の根拠となった記述を紹介しておこう。








































百 五 拾 石 枠







茂 不 致 、 出 精 相 勤 候 - 一 付 、
為御褒美佐野御綿弐把









日、 御城 使 役 一 一 御 役 替 被 仰 付 、
翌廿九日、御役替被












































至 、 重 々
不均

























閉 塞 被 仰 付 候同年四月廿日、閉塞御免被仰付候
(中略
)







































































一人 扶 持 被 下 置 候 ( 網 掛 け 抹 消 部 分 に
「貼紙」
あ り 。



























































































































































































し か し こ の
ペリ












































































































そ し て 浦 賀 に 近 い 千
駄 崎
台 場 に 、
「 直
様兵根遣











































と 、 無 二 念 打 ち 払 い 令 に よ る 攻 撃 を 実 行 す る こ と に な る だ ろ う か ら 、準備を怠りなきよ
うにという指示が出
され




















































崎 台 場 へ
の攻撃体勢を整えたの




































































1:' 1 見 時 舵 f 有h 人二 d\ りト ニ 「ゐ 両足十 来 ヌ 比 五 ぇ Iiコ ! ィ、ì. :-え プ、
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第 2 図 ア メ リ 力 使節応接の警備図














































































































































































































創立者 ・ 相馬永胤家 と 桐父隼人につ い て
周知のように藩主井伊直弼はその後、日米修

















































出 し た 受 取 証 が そ の ま ま
転載されている。
次のような史料である。
井伊掃部 頭 徒 先 供 、
加田九郎太首級御引渡儀及掛合
候 処 、 御
引































































人 心 淘 々




の 頭 足 を 異 に せ し 者 な し 。
且遠




























































































































な 家 臣 が 近 く に お ら ず 、 た ま た 同 道 し て い た隼人が名 を 連 ね た の か 、
い ず
















創立者 ・ 相馬永胤家 と 祖父隼人につ い て



















っ て 伝 え ら れ て い
た。
しかし幕府はまったく









































































と 記 さ れ て い た 。
彦根藩 の 不 始末で、三 方 領 知 替 の 噂 が
一部























では相馬永胤は 、 桜 田 門 外 の 変 を ど
う受け止め













殆 ン ト 門 外 - 一 出 ル ヲ 得 サ ル
程ナリ。
丁度朝飯ヲ食シ終リシ頃、







コト ヲ 微 ニ 記
憶シ居レリ、余ハ、
十 五 六 歳 ノ 頃 一 一
ハ、大老ノ為メ



















は 、 大 名 火 消 し の 一
つで、近隣で火事があれば出動する「三T火消」
と し て 活 躍 し 、 安 政 三 年 に も















































































































































































告IJ 江者 ・ 相馬永胤家 と 祖父隼人につ い て
以上
が、
相馬
家が代
替わ
りご
とに
藩
に提
出
した
「由緒書」
を通し
てみた
、
相馬
家の歴
史である
。
残念
ながらそれぞれ
の当
主の
生
年が
記さ
れていない
ので
、
何歳
で亡くな
った
の
かが不
明である
。
しかし
二代
、
三代の右
平
次の代に藩の中
堅の家
臣にま
で上り
、
江戸藩
邸で
は重職
の
一つ
であ
る御
城使役
に就き、
四代隼人
の代に波
乱の時
代を
迎え、
ペリ
l来
航や桜田門
外の変
とい
う幕
末維新期と
の画
するよう
な重
大事件
に遭
遇し、
その
渦
中にあ
って直
接歴史的経験を
した
稀有
な家
系で
ある
ことは
間
違いない
。
創立
者・
相馬永胤
は、
この
よ
うな
家族
の歴史
を糧に成
長
してい
った
ので
あろう
。
